
ＥＭＩＳによる
被害状況の報告方法



香川県が「災害運ዿ中」又は「警戒運ዿ中」
になっていることを確認してください。

ご注意ください
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入院病棟に関して、「倒壊又は倒壊の恐れ」
「火災」「浸水」があることで患者の受け入れ
が困難な場合“有”を選択する。

ライフライン・サプライ（電気、水、医療ガス、
医薬品・衛生資器材）の使ዿ不可・不足に
より医療行為が行えない場合“無”または
“不足” を選択する。

キャパシティのオーバーによってこれ以上
患者の受け入れが困難な場合“有”を選択
する。

職員の不足によって治療行為が行えない
場合には、“不足”を選択する。

①～④以外の理由で支援が必要な場合に
その他欄にフリーで理由の入力を行う。
（ご注意ください）
被害なしの場合は、なにも入力しないこと。
この欄に入力がある場合、被害ありの病院
として把握されます。

①～⑤の状況を把握した日時を入力する。

緊急時の連絡先を入力する。



緊急時入力の登録後 若しくは 基本メニューから



◯情報の単位で入力状況を
把握することができます。
・すべて入力済みの場合
「入力済」
・一部入力済みの場合
「一部未」
・未入力の場合
「未入力」

◯リンクをクリックすると、
その情報の入力欄に
スクロールします。

これらは一度にすべてを入力する必要はありません。わかるものから、随時入力するようにしてください。



①建物の危険状況
・医療関の施設の「倒壊又は、破損の恐れ」
「火災」「浸水」状況について有無を選択する。
・その他には、上記以外の危険状況を入力する。

②ライフライン・サプライ状況
・現在のライフライン・サプライの状況を個別に
選択する。
・不足の医薬品欄には、不足している医薬品名
を入力する。



④現在の患者数状況
・「発災後、受け入れた患者数」には、発災後
受け入れた患者数の累計を入力する。
・「在院患者数」には、外来と入院患者の総数
を入力する。

⑤今後、転送が必要な患者数
・入院患者を含めた在院患者のうち、転送が
必要な患者数を入力する。
・人工呼吸／酸素が必要な患者数、担送／
護送者数を入力することで、どのような
患者の転送が必要かを発信する。

⑥今後、受け入れ可能な患者数
・今後、受け入れが可能な患者数を入力する。
・人工呼吸／酸素が必要な患者数、担送／
護送者数を入力することで、どのような
患者の受け入れが可能かを発信する。

③手術・透析の状況
・手術可否・人工透析可否を個別に選択する。
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⑦外来受付状況、受付時間
・外来受付の状況を入力する。

⑧職員数
・現在の医療関に出勤している職員数を
入力する。

⑨その他
・その他、①～⑧以外の特記する事項（自
医療関周辺のアクセス状況等）をフリー
入力する。



時間の経過とともに被災状況も変わること
が予想されます。

初回入力後も、病院の状況が変わるごとに
随時入力をして、繰り返し病院の状況を発信
してください。


